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抄　録

　本研究 は、大学体育の 教育実践の 現場に着目 し、教育 目標 （伝授す べ きこ と）、教員の 教授 （伝授 しよ

うと した こ と）、 学生の 学習 （伝授 され た こ と）の 間に ど の よ うな整合 ・不整合性が認め られ る の か を調

査 し 、 今後の 大学体育の 価値向上 に向けた方向性 を示唆する こ とを目的とした。

　研究方法はT大学 にお い て 共通科 目 「体育」を受講 した卒業生 お よび担当 した教員 を調査対象 と し、ア

ン ケ
ー

ト調査 を行 っ た 。 内訳 は 、 卒業生 386名 、 教員 12名で ある 。 ア ン ケ
ー

ト調査は 「健康 ・安全 ・体力

の 保持増進 と 向上 」、 「人間 ・人間関係 の 形成」、 「ス ポ
ー

ツ の 普及 と振 興」 とい う3つ の 観 点（大学体育 三

大意義）に つ い て 実施 した 。 評価尺度は 、 6 （とて も思 う）か ら1 （ま っ た く思 わ な い ）の 6段階 と し、こ

れ を卒業生 の 場合は 「学習得点」、 教員 の 場合は 「教授得点」と した 。

　大学体 育三大意義 における それぞれの 分野の 「教授得 点」 と 「学習得点」 を比較 した と こ ろ、全 て の

観点にお い て、教授得点と学習得点の 間に有意な差が 認め られ た 。 また、　「人間 ・人 間関係の 形成」に

お い て 、 教授得点が最 も高い 値を示 した の に対 して 、学習得点は最 も低 い 値で あ っ た 。

　 因子分析の 結果 よ り、T大学 における大学体育活動 の 更なる充実 と価値向上 に向けた課題 と して、以下

の 2つ が示唆 され た 。

　（1）大学体育三 大意義 を踏 まえ た教育実践 の 場 を 目的整合 的に 再設計 し、教員の 教授意識 に組織 と し

て の
一

定の 合意性 及び
一

貫性 を図 っ て い くこ と。

　（2）三 大意義 と教育 目標 を具現化 し、整合性の 高 い 学習成果 を図 っ て い く為の 具体的な教授方法に つ

い て研究を図っ て い くこ と。

　大学体育界全体が大学体育の 価値向上 に向けて 取 り組むべ き課題 と して は 、 原点で ある 大学体育三 大

意義を具現化 して い く教授法を日 々 追究 して い くこ とで 、高い 学習成果 を発揮 し教養教育 に 欠かせ な い

存在へ と体育の 教育的価値 を高め て い くこ とが重要で ある こ とが示唆 され た 。

キーワ ー ド ：大学体育三 大意義、教育 目標 、教授得点、学習得点
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大学体育の 価値向上 に向け た一考察　一教育実践に お け る 目標 ・教授 ・学習に注 目 して

1． 間題 と目的

1．1　大学教育にお け る体育科目の価値

　 日本の大学教育にお い て体育（以 ド「大学体育」）

が必修科目 として 導入 さ れ た の は 1947年の 大学

設 置基 準第22条 （以 下 「基準 22条」 とす る）が

制定 され た時で ある 。 こ れは戦後 の 新制大学教育

に お ける 1つ の 大 きな特徴 で あ っ た が、導入当初

か ら大学体育の 教育的価値 （以下 「価値」とする）

や存在意義 につ い て の 議論が 長 く続 い た こ とは周

知の 事実で あ ろ う （水野 1984）。 こ の 議論 を形式

上終 息 させ たの が、1992年に施行 され た大学設

置基準の 大綱化 である 。 こ れ に よ っ て大学体育 を

必修科目 とする か否か 、つ まり大学体育に どの よ

うな価値 を見出すか は 、各大学の教 育理念に基づ

い た裁量 に 任 される とい う形 とな っ た 。 こ の 結果、

各大学は必修科 目と しての単位縮小 、自由科 目化、

も しくは廃止の い ずれか に転 じて い くこ とにな り

（小林 ら 1995）、それ まで常 に疑義 を醸 し、批判

を受 けて きた 1）大学体育の 正課必修 と い う価値 は

遂 に大 きく減退す る こ ととなる 。

1．2　大学体育の意義と正 課必修の価値

　大学体育の 正 課必修 と して の 価値 を約半世紀 に

渡 っ て維持 し続けて きた背景の 1つ に、大学体育

の 意義に関す る積極的な研究や 主張は欠かせ ない 。

基準22 条 にお い て 教養教育 の 必修科 目と された

大学体育の 設置 目的
2）に つ い て 、 千賀 （2002 ）は

以 下3つ に整 理 し て い る 。 1）健康 、 安 全 の 保 持

増進 と体力 の 向上 （ひ と の 健康 に 関す る理 解）、

2）人間関係 の 形成 （社会の 指導的役割 を担 うに

必 要 な個 人 ・集団の 形 成）、 3＞ス ポ ーツ の 普 及

と振興 （ス ポ ー
ッ活動の 指導、ス ポー

ツ指導者の

育成、仕会体育の 実施指導）で ある 。

　 しか し大学教育の主要中枢機 関 （日本学術会議、

中央教育審議会、日本私立大学連盟、大学基準協

会）は、こ の ような意義 を認めつ つ も、体育が大

学にお ける正課必修 となる こ とには設置当初か ら

強 く抵抗 し続 けて い た （文部省 1970 ・1971、日

本体育学会体育原理 専門分科学会編 1991 ）。 表1

は、こ れ ら機関が大学体育の 価値 に疑義を投げか

けた主 な発表 を整理 した もの で ある 。

　こ れ に対 し、多 くの 識者達及 び機関 組織が 大学

体育の 意義に つ い て様々 な角度か ら考察 し、その

価値の 高 さや必修 の 必 要i生を訴 えて きた 。 表 2は、

そうした訴 えを記録 した主 な論文や文献資料 を著

者が整理 した もので ある 。

　表記の とお り 、 識者達が 訴えて い る大学体育の

意義は設置当初の 目的か ら何 ら乖離す る こ とな く、

大凡にお い て
一

貫 して い る こ とが 窺える 。
こ うし

た意義や識者達に よる積極的な主張 は、約半世紀

にわた っ て正課必修 と して の 価値 を維持 し続け、

表1　 主 要中枢機関に よ る答 申及 び報告

い
　 ：：機関 ：∴

『
　　 ∴議題 こ．　　 混 滋 5 ・蕊 ∵ し∵ ：1；・：：：』1：；温 ・

…・紬 u 最再容 硬 轡
・・

：
・
縲 ：iぎ：こ：

藻 i；…∵ ギ 早
大学基 準協会 大学体育 の基準 （前略）

一
方、体育実技によっ て、青年の運動欲求を満足させ、且つ感情の良い捌

（1959 年） （大学に お け る保健 体育の在 り方） けロ を得 させ、健康の保持増進に役立たせ る。
・大学の正課としての体育は 、現状の 実態か らみ て不必要である。クラブ活動の

日本学術 会議 内閣総理大臣に対する勧告一大学制度の 調整で十分。こ れを廃したらどうか。
（1961 年） 改善に つ い て （体育保健の単位に関 して〉

一 ・体育保健は単位制度からはずし、学生の保健指導、健康管理 の面 から別途そのあ

り方を検討し、特にそのための人的、物的条件 を充実 させるこ と

・課外体育重視。 自発的意思によっ て自主的に選んで実施する課外活動の指導を充

中央教育 審議会答 申

　 （1970− 71年）
高等教 育の 改革 に 関す る基本構 想試案

実させ、正課としての扱い は、各大学の裁量にまか せるべ きである

・保健体育を全ての高等教育機関で正課とし、卒業要件として
一律に単位を修得して

い るこ とは、あまりにも画一的であり、それだけでは本来の 目的は達成されない。
・大学教育に お ける保健体育科目の位置づけ、意義、目的を明確にし、選択科目とす

日本私立 大学連盟 報告

　　　（1981 年）
大 学設 置基準に 関 す る検討結 果

るこ となどの可能性を含めて現行規定の再検討が必要D

・卒業要件との関連で、体育実技にっ い ては各大学の自主的判断に委ねることが望

ま しい と考える。

保健体育科目履修を卒業の要件に含めるべ きであるか否かにつ い ては、それが大学

大学基 準協会 大 学設置基準に 関 する 問題 点 教育本来の在り方との 関連で検討すべ きで あるばか りでなく、保健体育科目の具体

（1983 年） （第一次 中間報告 ） 的な履修の方法等につ い ても問題がない わけではないので、大学におい て保健体育

科目を設置してい る主 旨、目的等を根本的に検討する必要がある。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 表2 大 学体 育の 意 義に 関す る 識者 達及び機関の 見解
一
覧

　　　　　广炉
難　　　・　　　　 拿 訟灘 ｛謙 諺毳薫靉i藏聽す識鯰 觜爨 鑛 謬濃≧il滋；1；姦 囁囁

大道 等 1．体育 科学の 知識体 系 を肉体的 に 経験 す る 。
（1998年） 2．自己の 身体運動や日常生活を営むに 当た っ ての知恵をあみ出そうとする知的努力の 経験が で きる

1．健康の維持増進

峯重新二 郎 2健 全な社会的道徳精神の 涵養

（1960年） 3．正 し き見種的人間関係の 認識 と実践

4．社会 生活 に 対する 予備 訓練 とし て の 教養 を体得 し て その 態 度 をつ くり 出す。
5．社会 生活 を豊 かにす るた めの レ ク リエ ーシ ョ ン 活動 につ い ての 理解 と技 能 の体得。
身体的教養 〔スボ ー

ツ ヒ ューマ ニ テ ィ ）提供→全人的人格形成、自己形成の場 〔＝知行合
一

｝

1個 的領域

現代 技術 文明 が もた らす 人間疎外 と環 境破壊 に 一自己実現活動、自己創造活動、健康体力活動、ヴァ イ タ リテ ィ
ー
涵養、自発的制御能力、集中能力、

福 岡 孝純 対 し、今後 ど の よ う な社 会構造 や 生活 環 境、生活 自己信頼能力

（1993 年） 様式 を構成 して い くか とい うこ とが大 きな課題 2．人間 関係領 域
一
フ ェ ア 、チ

ー
ム ワ

ー
ク、リ

ー
ダ
ー・フ ォ ロ ワ

ー
シ ッ プ

3環 境 対応領 域
一
ロ
ー

ル シェ ア リン グ、セ
ー

フテ ィ 、チャ レン ジ

森 田啓 人間存在 を重視 し、学 習社会 を確 立 する こ とが 1．自己決定 とそ れに 付随 す る責任 能 力 を獲得 す る場。
（2000 年） 必要 とさ れ て い る 社会 2．生涯に渡っ て他者や環境に 配慮しなが ら スポ ーツ を実践する能力を身に つ けさせ る場。
森 田 啓 1．広い 視野で物事を捉え、専門領域以外の事柄 につ い て 、自ら課題 を発見 し．その 課題 を解決 して

（2000 年） い く態度・能力を獲得させ る活動

1健 康 ・体 力向上

上 智 大学保 文 明化社会 が もた らす生活環 境 の 省 力化、人間 2，他者 に気付 き共 に 生 きる社会性 の 育 成

健 体 育研究 関係 の 希 薄化、運動不 足病、精神 的問 題の 多発 3．自律 的 に問 題の 解 決へ と向 か え る能 力の 獲得

室 （2000年） 4，身体的、社会的、精神的健康等広範囲に 渡る 「生 きる ことの クオ リテ ィ
ー」を総合的に向上 させ

る能力を養う。
1，自己開発

田 中菊 子 2．品性 の 陶冶、他者 との 連帯 （団結、礼儀、協同 、相互 扶助 等々 ）

（1986年） 3．成人病 予防 と しての 運動 の 必 要性 と正 しい 運動処 方の 知識獲 得

4．生涯 体育 へ の動機 づ け

佐藤善治

（1992 年）

ス ポーツ の 概念が、競技ス ポーツ に 留ま らず、
「健康・楽 しさ・豊か さ」に 接近する教養となり始

　　　 め、産業化 を果 た しつ つ ある 。

1，心 身の 健 康増 進

2．国民の ス ポーツ 文化に対する教養を嵩める こ と

3．体育、ス ポ
ー

ツ に 関す る 研 究の 拠点 を大学 につ く り根付か せ る こ と

4，人間 発達 や 人格形 成

松 岡信 之 1．技術 を身につ け、運動文化 としてのス ポ
ー

ツ を理解 し、楽 しみ 、生活 を豊か にす る

徳 山郁 夫 大学 教育の 大衆化 2．基本 的な体力を維持
・
増進する

（1996 年） 3，保健体育に 関する学問的知見の獲得、実体験に 基づ く自己へ の 客観的考察

徳山郁夫

松 岡信 之

（1997 年）

身体 と環境 と の ギ ャ ッ プが広 が り、自己の 姿 を

　 益 々 見失 っ てい く人 工 環境 （知行 分離 ）
1．自己と他者に 意識 を向けて 自己の 見直 しが図れる 知行合一の 育成

千 賀康利

（2002 年）

1．多様 化 ・個性化 の 中で複雑化 す る人間環 境

2．科学の 進 歩がも た らす様々 な適応 機能の 低
下 （特 に健康 ）

1．健 康
・
安全の 保 持増 進 と体力の 向上

2．人間関係の 形成

3．ス ポ
ー

ツの 普及と振興

宮 下充正 1高 校以前に 学習 して こ なか っ た ス ポ
ー

ツ種 目の技 能 を身に つ け させ る も の

（1993 年） 2．体 を動 かす能力 （健 康
・
体力）の保持増 進

大 塚　 隆

（1999 年）

1．生活 環境の 変化　2．受験戦 争の 激化

3．知識偏 重の 教育　 4．モ ラ ル の 欠如

1，「か ら だ」 の 活動 を通 し た 「自 己」 へ の 気 付 き

2．人 との 関 わ り に お い て 「他者」「社 会 」「社会の 中の 自分」 へ の 気づ き

3．相互 交流 に よ る 「チーム ワ ーク」「協調」「協力」の 体験

大 塚隆他

（2DO2 年）
1．社会性 や豊 か な人間性 の 涵養

小林寛道

（1995 年）
高齢 化社会 1．ス ポ

ーツ　 2，体 力 トレ ー
ニ ン グ　3．セ ル フ コ ン トロ

ール

水野哲也

（1990 年）

1．産業構造の 変革　2．高度情報化社会の 進展

　 　 　　 3．急速 な国際化 へ の要 請

1．自己 管理能 力の 育成

2．健康 ・体力づ くり

3，道徳性 の 学 習

松 浦義 行 1，適切 な運動
・

ス ポ
ー

ツの量 と質及びその 実践の方法に 関する知識と技能及び実践する態度 を

（1991 年1 身につ ける

1産 業 の高 度化、都市化 に よる人間性 の 疎外化 1．将来社 会体 育や 社 会福祉 の 発展 に 寄 与 で き る 実践的能力の 獲得

浅 田隆夫
・
孤立化 2適 切 な身体 運動の 必要性 認識 と能 力や態度の 育成

〔1985 年） 2．マ ス コ ミが もた らす人間の 定型化 3、能動的な社会性の 育成や人間性の理 解

3．科学技術発展に よ る生 活 へ の 不均等 な適用 4．ス ポ
ー

ツ ・レ クリエ
ー

シ ョ ン に 必要な資質、能力を高め、望 ま しい 態度の 育成

森 田 啓 之他

U994年 ）
1．生涯 に わ た っ て ス ポ

ー
ツ 文化を主体的に 享受で き る人間の 育成

野崎 武司

（1996年）
1，主 体形成 ・他者 との 共感を核に何か を新 しく生み 出して い く力の 養成

宰護　 ・一・…　　・　　一認 ・一…・・譜 『　　 、1　「 广
：繊 1

广
濯 　　　　 ∵

一
：∵ 鷲。、．内容環 駕 ∵

一
　  

’
．覊 1亭：

い 鯛 糠 肇

人間生活の基本である健康
・
体力に対する認識を深めるとともに、これを積極的に高 め、あるい は維

持して い く方法を習得 し、且つ 実践する能力を養 うもの である。その具体的な役割は、
全国 大学 1） 人間の生命・健康に関する科学的な知識の修得

体育連合 大学保健 体育の 基本構 想 2） 社会の指導者 としての健康観・体育観を確立 し、人間の健康と福祉に寄与で きる能力を高め る

（1973年〉 3）身体活動を媒介 として学生の健康の保持 ・増進を図る。

4）心身の不均衡な発達の防止・是正のため、適切な運動の必要の認識 と実践の能力を養う

5） 能動的な杜会性の育成

6） 余暇善用の為の運動技術の 向上
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一
考察　一

教育実践にお ける目標 ・教授 ・学習 に 注 目して

支えて い く
一
翼 を担 っ て きた こ とは 間違 い な い で

あろ う。

　しか し大綱化にて証明 され た ように、大学体育

の 効用 を様々 な角度か ら説 い た どの よ うな意義 も、

こ の 科目を恒常的 に必修で あ り続ける程の 普遍的

なもの に まで は、その価値 を高 め て い くこ とは で

きなか っ た 。

1．3 意義 を具現化 する教育実践の 重要性

　 大学体育 に、必修科 目と して の 普遍 的な価値が

宿 らなか っ た要因 につ い て はい くつ もの 見解があ

るだろ う。 そ の うちの 1つ に 、 大学教育 自体 と大

学体育 自体に、そ れぞ れ の 意義を具現化する力が

発展途上で あ っ た とい うとい う見解が 挙げ られ る 。

　 1947年に 正 課必修が承認 され た 背景 に つ い て

分 析 した 田 中 （1986）や加藤 （全 国大 学体 育協

議 会編 1960）に よる 見解 を整理 す る と、以 下 7

つ に 分け られ る 。 1）米国教育使節団の 来日 に よ

る影響及 び勧告、2）当時 の 米国大学 の 90％ 以上

が 正 課体育 を設 けて い た とい う状 況、3）新 制大

学 の 多 くが 旧制高校 、専 門学校 の 合併等 で 構成 さ

れた為、学生の 健康上 よ り必要で あ る との 見解が

示 された こ と3）、4）当時 の 結核対 策、体 育が た

だ単に運動を通 して の 教育 とい う立場 か ら保健 と

体育 との 係わ りを持っ た立場をとっ て い た とい う

立場 、5）戦後 日本の 教育改革に決定的な 影響力

をもっ て い た南原 繁 （元 東京大学総長　当時中央

教育審議会会長〉が大学で 体育や音楽 を必要 とす

る 一般教育観 を持 っ て い た こ と、6） こ れ らを受

け、文部省 に学校体育研究委員会が設け られ た こ

と、7）大学基準協会が発足 し新制大学の あ り様

を大学自ら の 手で作 り上 げる こ とが 目指 されたこ

と。

　 こ の よ うな背景か ら窺 える こ とは、設置当初 よ

り大学体育 の 意義へ の 深 い 教育的理解が必ず しも

強力に存在 して い たわ けで は なか っ た とい うこ と

で あ る 。 田崎 （2001 ）は、川村 （1987）の い う

新制大学 3つ の 課題
4 ）の 内 、 新設 され た3つ 目の 課

題 「人 間形成 をする もの 」 とい う大学の 新 たな機

能 に 対す る理解が 、そ もそ もの 戦後の 大学教員 に

十分 に理解 され て い なか っ た こ とを指摘す る と同

時 に、
一

方で 大学体育を担当する者 もこ の よ うな

新た な課題 を達成す るこ と こそが大学教育に教養

教育 と して 体育が導入 され た経緯で ある とい うこ

と を理解 し て い たか ど うか は疑問である と して い

る 。

　確か に 当時の 大学体育 は、保健 や衛生 上 の 対策

と い う立場で は 明確 な根拠実態があ っ て 設置 され

た もの とい える が、学問 と して の 立 場に は
一一

定の

成熟があ っ て 設置 されたわ けで は なか っ た と い う

背景がある。む しろ今後 の 学問的発展が設置の 要

件と して 示さ れ て い た （佐藤 1992）。こ うした事

実を受け、千賀 （2002 ）は 「い きな り必 修 と言

う制度で 出発 した為、制度保証が前面に 出て しま

っ た こ とと18歳人口 の 増加 に伴 う大学バ ブル 時

代 を迎 える に至 っ た こ とで 、設 置当初 の 課題が忘

れ去 られて しまっ た。そ して い わ ゆ る 『必修 に 胡

坐』 と言われ る に至 っ た」 と し、改め て 大学体育

教員 の 質 の 向上、教育 の 実行力 の 必要性 を訴えて

い る。

　 また 田崎 （2001 ） も同様 に 「我 が 国の 大学 が

経験 した こ との ない 保健体育科 目の 必修制 を実現

し、手探 りで その 充実 を図 っ た新制度揺籃の 時期

にあ っ て 、そ れ が新制 で ある がゆ えに当面公的評

価 を控 えられた
‘

大学体育
’

が、その モ ラ トリア

ム 期 の そ れ を越 え出 る こ とがで きなか っ た」 と し、

体育 の 目的や 学習課題 の 質 を問 うこ と の 必然性 を

痛感 して い る 。

　 こ の よ うに 、大学体育が未開拓の 新た な試み で

あ っ た
一

方、新制大学 もまた発展途上 で あ っ た当

時 の 状 況 を受け、佐藤 （1992）は 「理 念 を大 学

が公 的に行 うカ リキ ュ ラ ム と結合 させ 、 有効な教

授 ＝ 学習過程 を作 り出せ て こ そ、大学にお ける保

健体育の 教育 と研究の 存在価値が ある と の 認識 と

実際的な解決努力を満 たす必要が 、大学体育担当

者 に はあ っ た」 と して い る。

　新制大学における正 課必修の価値 と体育の価値、

両者手探 りで あ りなが らも 、 そ の 間にある距離感

を縮小 して い くた め に与えられた時間が、基準22

条 の 設置か ら大綱化まで の約半世紀であ っ たの か
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もしれない 。 こ の 間 に 、 体育設置 要件の 1つ 「体

育分 野 における研究教育力の 向上」、 すなわ ち大学

体育の意義 を、教育実践 を通 じ学習成果や学問成

果 として収め 、
こ の科目に名実 と共に必修科 目と

して の 揺 る ぎな い 普遍 的価値 を構築 して い くとい

うこ とこそが現場体育教員に委 ね られ た大 きな任

務で あ っ た の で はなか ろ うか 5）
。

1．4 研究目的

　 こ うした状況 を踏まえ、これ まで の 大学体育の

意義 とその 教育実践 とい う側面に疑問 を投げかけ、

また改善の 必要性 を論 じる識者は多 くい る 。

　田 中 （1986）は、先述 した新制大学にお ける 3

つ の 課題 の 内、前者 2つ に傾 斜す るあ ま り （研究

に熱心 に ならざるを得な い あ ま りに）、「体育実技

の 授業に つ い て 、画
一

的に ゲ
ーム 中心 にな っ て し

まい 、や や と もすれ ば教育と い う立場 を忘れ が ち

に な っ て い たの で は な い か 」 と し て い る 。 野坂

（1989）は、繰 り返 される大学体育の 在 り方 を巡

る論議 に対 し、「決 して 行 政や 大学 設置者 の 偏 見

に よ る もの で は な い 。 教員の 指導力不足 に問題が

ある 。 今 まで に 明文化 され た理論が美辞麗句を並

べ た に過 ぎな い とい う批判を拭 えない とい う現実

がない とは い い きれ な い
。 学生 に 『大学体育 は意

義があ る 。 価値が ある』 と伝わ っ て い な い の であ

れば、それ は指導力不足」 とし 、 理 論 ・実践
・学

生評価の 三者の 再調整 を現場教員に痛切 に訴えて

い る 。 栗巣 （2000 ）は 、 体 育 ・ス ポ
ー

ツ 嫌 い が

で きる原 因の 1つ に学校教育現場 におけ る 「体育

の 授業の 存在」 と 「体育担当教員の 指導力の 未熟

さ」 を 挙 げて い る。 森田 ら （2008）は 「教養 教

育の 理念 を全 うで きる指導手法を自らの 研究 と結

び付 い た形で の 授業展開を実施する こ と で 、大学

教育と して ふ さわ しい 体育の 内容 を提示 する 必要

が あ る」
6）とし、体 育教 員へ 教育実践 を通 した能

動的 ・主体的な動 きを求め て い る 。

　千賀 （2002）は、　「委員 会 、 教 授 会 に お い て

十分 に合議 して きた に も関わ らず、実際の授 業で

は カ リキ ュ ラ ム ・
シラ バ ス が既定どお りに運用 さ

れ て い な い 。 カ リ キ ュ ラ ム 運用 能力の 不足 とい う

体育教員の 質の 問題」 を挙 げ、 単に履修指導 とい

う枠組み に とらわれ た教育指導の 欠点を指摘 して

い る 。 また 田 崎 （2001 ）も 「健康や 体力 な ど の

よ うな直接的な効用 を標榜す る テ
ー

マ を掲げる の

で な く、 改め て ス ポー
ツ本来の 意味 に戻 り、 そ の

理 念の 実現に向かう姿勢が要求 され て い る」 と具

体 的な教育内容の充実 を訴 えて い る 。

　こ の よ うに意義の 実践、理論 と教育内容の
一
致

を教員に希求する見解 は枚挙 に い と まが な い
。 実

際 、 国立大学協会 7）
や 大学 審議 会8）も過去 に教 員

の 指導力不足 を直接指摘 した とい う事例 もある 。

　 しか し、 実際 に現場の指導に どの ような問題が

あるの か、す なわ ち多 くの 識者達が主張して きた

大学体育の 意義が 、 実際に教育実践の 場で は どれ

ほ ど具現化 され て い る の か 、 ある い は され て い な

い の か、こ の 実態 に つ い て 調査 し 、 評価 した研究

は ほ とん ど見受 けられな い
。

　 そこ で 本研究で は、大学体育の 意義や効用 を具

現化 して い く教育実践の 現場 に着 目 し 、 意義 と実

践の 間、または実践現場内に お ける 目標、教 員、

学生の 間、それ ぞれに どの よ うな整合 ・不整合性

が認め られ る の か を調査する こ とで 、今後の 大学

体育の 価値 向上 に 向けた方向性を示唆する こ と を

目的 とする 。

　 こ の こ とは ま さに我が 国 に大学体育が設置され

た意義や 目的へ の 原点回帰で あ り、新 たなる
一歩

を踏み出 して い く為 に必要不可欠な事項で ある。

また本研究は 、 日本 にお い て 必 修体育科 目が 活発

に 展 開 され て い る大学の 1つ
、 T大学体 育セ ン タ

ー
（以 下 「T大学」）の 教育展開に着目す る 。

2．研究手法 と予備 知識

2．1 研究の視点

　本研究は 、 大学体育の 意義及びこ れを具現化 し

て い く教育実践の 現場の 2つ に着 目す る 。 その た

め 、 両者をどの ような視 点で捉 える の か とい う定

義付けが重要であ る 。 とい うの も前者は後者 を評

価す る枠組み に も該当し 、 後者には更なる細か い

分化が必 要 だか らで ある 。
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　 まずは大学体育の 意義に つ い ては 、 先述 した よ

うに 多 くの 議論は 交わ され て きた も の の 、 我が 国

で 大学体育が発祥 した原 点か らはお お よそ逸脱 し

て い な い こ と よ り、基準22条に お け る設置 目的

を基点 とす る 。 よ っ て こ れ を整理 した先述の 千賀

（2002 ）の 見解 を適用 し、こ れ を本研 究 に お け

る大学体育の 意義 、 効用 と定義づ け 、 以 下 3つ に

要約す る （以下 、　「大学体育三大意義」 とする ）。

1）健康 ・安全 ・体 力 の 保 持 増進 と 向上、2）人

間 ・人間関係 の 形成、3）ス ポ ー
ツ の 普及 と振興 。

　 続 い て 教育実践 の 現場 に つ い ては、　 「教育 目標

（伝授す べ きこ と） ・教員の 教授 （伝授 しようと

した こ と） ・学生 の 学習 （伝授 されたこ と）」の 3

つ に分化 させ る 。 具体的に 「教育 目標」は組織 （こ

の 場合は T大学）が設定 した教育 凵標、　「教員の

教授」 は、教員が教 育目標 に基づ き、実際 に学生

へ の 指導現場で 意識 して い た事柄に つ い て、 「学

生 の 学習」 は、学生 が学習 した 、学ん だ と認識 し

た事柄 に つ い て 、 それぞれ その 程度 に着 目する 。

　 また調査対象とする教育実践 の 時期 に つ い て は 、

教員及び学生 の 記憶 に依存す る部分 も多い 為、大

綱化以 降にお ける実践 を対象 とする 。

2．2 研 究方法

　教育実践 にお ける 目標 、 教員 、学生 の 実態 を明

らか に した上 で 、 三者間に お ける整合 ・不整合性、

また これ ら と大学体育3つ の枠 組 み との 整合 ・不

整合性 を考察 して い くこ とで 、今後の 大学体育の

価値向上 に向けた示唆 を得て い く。

　大学体育三 大意義は先述 した定義通 りと し、ま

た教育実践にお け る教育 目標に つ い て は予備知識

にて後述する もの として、こ こ で は教育実践 にお

ける 「教員に よる教授」及び 「学生 に よる学習」

の 方法に つ い て触れ る 。

　研究方法は ア ン ケ
ー

ト式の 記述調査で 、T大学

で 共通科 目 厂体育」 を受講 した卒業生 お よび担当

した教員 を対 象 に 、 1）健康 ・安全 ・体力 の 保 持

増 進 と向上 、 2）人 間 ・人 間関係 の 形 成 、 3）ス

ポ
ー

ツ の普及 と振興 、 以上 3つ の 観 点か らみ た 質

問項 目 に対する学生 の 学習得点お よび教員の 教授

得点 に つ い て それぞれ行っ た 。 各調査 は以下 の手

順 で作成 し、実施 された 。

2．2．1 卒業生対象の 調査

1）調査対 象お よび時期

　 T 大学 に お ける 教養教育 と して の 体育 を在学時

代 に受講 した （体育学部 を除 く全分野の卒業生）

1974年度入 学か ら2006 年度入学 まで 約 18
，
000名

の うち、本研究の 調査 対象者 と し て 2
，
000名が 入

学年度や 学部 ・学科の 規模 を考慮 した系統抽 出法

に よ っ て 選出 された 。 そ して 宛先情報が不 十分で

あ っ た 5名を 除 い て 調査用 紙 1
，
995通 を郵 送 に て

配布 した 。 発 送 は 2010年2月9 日 で
，回答 期 限は 2

月26 日 と した 。 こ の うち返送 され、か つ 分 析 が

可能な有効回答者は 520名で あ っ た。こ れ らの 回

答の うち、本研 究で は大綱化以後に 入学 した 386

名に つ い て分析を行 っ た 。

2）質問紙 の作成方法

　在学時代に どの よ うな体育授業を受講 したか 、

また体育授業を受講 した こ とに よ っ て どの よ うな

影響を受けたかな どを明らか にする こ とを目的と

して 、 2002 年度 か らT大 学 が 実 施 し て い る「『体

育』の学生 に よる授業評価」（橘 2005 ）を参考に

以下 の 手順 で作成 され た 。

　は じめ に、T大学 にお け る体育に 関す る文献か

ら、教育内容お よび教育効果 に関する キ
ー

ワ
ー

ド

を抽出 し （意味が瞹昧なもの や今回 の調査 の意図

と は 一致 しな い もの は 削除）、KJ 法を参考に 質問

項 目に用 い る もの を決定 した 。

　続 い てその キ
ー

ワ
ー

ドを用 い た質問項目を設定

し、 調査対象 者 と同様 の 立場 にあ る 大学 院生59

名 に対 して 予備調査 を実施 した 。 そ して その 結果

を大学体育教員で検討 して い くこ とで 、最終的に

40項 目が 採用 され た 。 なお 、こ の 予備調査 へ の

協力者 は無作為に抽出 され、本調査の 対象者に は

なっ て い な い 。

　 さらに 本研究 で は、こ の 40項 目 を前述 の 大学

体育三 大意義 に お ける各分野 に再編成 し直 し、ど

の 分野 に も属 さな い 12項 目を削 除 した 。 その 結

果 、 「健康 ・安全 ・体 力 の 保持 増進 と向上」に6
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項 目 、　「人間 ・人 間関係 の 形 成」に 12項 目 、 「ス

ポ ーツ の 普及 と振興」に 10項 目の 計28項 目が 分

析対象 と して 抽出 され た 。 評価尺度 は 、 6 （とて

も思 う）か ら1 （ま っ た く思 わ な い ）の 6段 階 と

し、こ れ を 「学習得点」 と した 。

2 ，2 ．2 教員対象の 調査

1）調査対象お よび時期

　開学か ら調査時点 まで に T 大学 に所属 し退職 し

た教員 は30名で あ っ た 。 こ の うち授 業担 当 な し、

ある い は諸事情 に よ っ て 回答 を辞退 した 5名 を除

く25名 に発送 し、1名分 は住所不明で 返送 され た

た め 、 合計 25名 に 依頼 し12名か ら回答 が あ っ た 。

また調査当時、T 大学 に所属 して い た 26名の 教員

に対して も同様に調査 を実施 した 。 こ の うちすべ

て の 質問項 目に 回答 した者が22名 （予備調査対

象者2名 を含む〉で あ っ た 。 発送 は2011年6月29

日、回答期限は現役教員は7月9日、退役教 員 は7

月16 日とした 。

2）質問紙の作成方法

　上 記卒業生 を対象 と した調査 の 文言を教員用 に

変更 した 。 評価尺度 は 、卒業生 と同様 に、6 （と

て も思 う）か ら1 （ま っ た く思 わ ない ）の 6段 階

とし、こ れ を 「教授得点」 とした 。

灘 鰯 窓〜4櫨醗 （蟻諮 冫 遜鰍 ・籌毛鑓 ζΨ酸 欝 冫

撃 鞭 鵠 い・r．nv 、摺蝿韓灘 感 ツ瀟 醗翻 蘇

顯 鵬
讐 獣撫 玉麹 講 謙 灘 態懲 轜 鯊 ｛謬蘓 讖鍛驚

・

　 　 　   　再匹蝉 寮 ・蜘た賦 罫け 葛醐嶽尋濃砺 纏無 ・蟒お帯 く聾e・ft鯲 労漉竃麟 し．強邂‘：

　 　 　 　 ，漉 ・，ご潮靄 鵬
−
齪鐘

・SC刀tt・：勿甅嬲 る漉力や 確麹蜀麟 葛

2．3 予備知識

教育実践 における T大学 の 教育 目標 に つ い て は

　 　 よ り鰻か に 黛轡る 知 憑

一

　　　 ↓ ↓ ↓↓
ス 笊 一ツ ・還 動 の

　 撤 韈 ・価 f瀛

　　　 ↑↑孚↑
一

　 虞 りな くまし く盍 寧 る 知 憲

図1T 大 学に おける大綱化後 の カ リキ ュ ラム 概念

　　 　 　 　 （シラ バス 掲載版）

図2　T 大 学における大綱化後の カ リキュ ラム 概念

既に松 田 ら （2010 ）が研究 を行 っ て お り、 T大学

の 大綱化後の カ リキ ュ ラ ム 概念 （図 1 ：学 内シ ラ

バ ス 掲載）を更に詳細 な構造 図と して抽 出 して い

る （図2）。

　こ の 策定 に関わ り、図 を作成 した宮丸 （2001 ）

自身に よ る と 、 その 策定 に 当た っ て は 「大学体育

の 目標 を人間が ス ポーツ ・運動 をす る こ と の 意義

と価値 と い う面か らと らえよ うと した もの 」で あ

る と し、帰納的な方法論で 考案 した とい う。 その

結果、人間 ・人間関係形成 と い う側面は やや 弱 く

な り、健康 、体力面 （健康 ・体力論）及び ス ポ
ー

ツ の 普及振 興面 （プ レ
ー ・レジ ャ

ー
論）の 2つ が

全面に押 し出され る結果 とな っ た 。

2．4 統計解析

　質問紙 に対す る回答は 、 すべ て 平均値 ±標準偏

差で 示 した 。 各質問項 目にお ける学習得点 と教授

得点 の 比較 に は 、 対 応の な い t検 定 を用 い た 。 三

大意義の 各分野間の 学習得点ある い は教授得点の

比較 に は 、

一
元 配置の 分散分析 お よび Scheffeの

多重比較検定 を行 っ た 。 各分野 にお ける学習得点

と教授得点の 関連を明 らか にするた め に 、
ピ ア ソ

ン の 積率相 関係数 を求 め た 。 危険率 5％を もっ て

有意とした 。
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3．結果

1．教授得点 と学習得点の差

　 「健康 ・安全 ・体力の 保持増進 と向上」 にお け

る質問項 目別の 比較 を示 した の が図3で ある 。 「体

力 トレ ーニ ン グ の 知識 ・方法」 に お い て の み教授

得点 と学習得点の 間に有意 な差が認め られなか っ

た 。 た だ し 、 両得点の 平均値 は と もに4点 （や や

思 う）を下 回 っ て い た 。 こ の 傾向 は、その 他の 質

問項 目にお い て も同様で あ り、特 に 「健康維持の

方法」、 「健康に関す る知識」、「ス ポー
ツ

・運動の

習慣化」にお い ては きわめ て低 い 学習得点を示 し

た 。

　 「人 聞 ・人 間関係の形成」における 質問項 目別

の 比較 を図4 に示 した 。 全 て の 項目にお い て教授

得点 と の 問に有意な差が認 め られ た 。 学習得点が

全 て 4点 よ り低 く、 「人の た め に行動で きる」、「問

題解決能力」、「想像力」、「リ
ー

ダ
ー

シ ッ プ」、「感

情 コ ン トロ
ー

ル 」 にお い て極め て低い 値を示 した。

一
方、教授得点で 4点を下 回 っ たの は 「忍耐力」

の み で あ っ た 。

　 「ス ポー
ツ の 普及 と振興」 に おける質問項 目別

の比較を図 5に示 した 。 多 くの 項 目に お い て 教授

得点 と学習得点 との 問に有意が認め られ た 。

一
方 、

「ス ポー
ツ ・運動へ の 興味 ・関心」、「ス ポーッ を

する楽 しさ」、 「思 い 切 り体を動かす喜 び」にお い

て は 、 教授得点、学習得点 と もに 4点 を上 回 っ た 。

また 、　 「気分転換 、 息抜きの必要性」 につ い て は

教授得点と学習得点の 問 に有意な差が認め られな

か っ た 。

　　 串
厂
一一一一一一一　応酬

一 r 一

　 尋

　 　 　 　 　 瘰

2．大学体育三 大意義の各分野に お け る教授得点

と学習得点の 関係性

　大学体 育三大 意義 に お ける そ れ ぞ れ の分 野の

「教授得点」 と 「学習得点」を比較 した の が 図6

で ある 。 全 て の 観点 にお い て 、 教授得点と学習得

点の 間に有意 な差が認め られ た 。 また 、 「人間 ・

人間関係の 形成」 におい て 、教授得点が最 も高 い

値を示 したの に対 して 、学習得点は最 も低 い 値で

あ っ た 。

　図7に、各分野 に お ける教授得点 と学習得点 の

関係 を示 した 。 「ス ポ ーツ の 普及 と振興」 にお い

て の み、教授 得点 と学習得点の 間に有意な正 の 相

関関係が認 め られた （r ＝ 0．85＞。

　　　o

4
履

毳
瀞

とでも毘 う 6

慰 う 5

い P 臨う曝

ne りSv）1＃ n　3

馴i）tA ，1

r − 「
一一一

一 齧蠶

　 　 　 　 郵 肋 啄し匸1
　 　 　 　 　 　 　 　 竣覆

・
安楚
・
鋤   驪 時購 と向k　　　　　人隅

・
入 闇閲賑の 形確　　　　　 譲 ボ

智ウΦ 瞥歴と搬

　 　 　 　 図6　三 大意義の 各分 野に お け る 「教授得点」と 「学習得点」の 比較

一健蘯・繋全・体力の維特増進と織た一　　　 一
人醐

・
入繝   ｝鰄

一　　 　　　 　　一罠増
一

ツの魯及と籔勲一

3 4　 　 　 　 5

教躑 鑒点

5

4

3

r 峯 Oj2ft
二

■

　●　●●
●

¢

5

　 　 　 驥 　 毒

・

， 覊
　 ．

● 　　　　　3

　 2　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 2

6　 　3　 　 　 　 4　 　 　 　 5　 　 　 　 5 　 　 ヨ

　 　 　 　 　 数授褥点

図 7　 「教 授得 点」 と 「学習 得 点」の 関係

4 　 　 　 　 　 5

教授醇点

　 　 　 　 　 　 　 77

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Association of University Physical Education and Sports

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assoolatlon 　of 　Unlverslty 　Physloal 　Eduoatlon 　and 　Sports

松 田 裕雄 、吉岡利貢 、河村 レ イ子 、 桐生習作 、 金谷麻理子 、武田丈太郎、門野洋介／

大学体育の価値向上 に向け た一考察　一教育実践 に お ける目標 ・教授 ・学習 に 注 目 して

4．考察

4．・1 大学体育三 大意義と目標の 整合性に つ い て

　T 大学で 掲 げ られ て い た 教育 目標 （図1）、健康

・
体力論とプ レー ・レ ジ ャ

ー
論 は ま さ に大学体育

三 大意義の うち の 「健康 ・安全 ・体力の 保持増進

と向上 」及び 「ス ポ
ー

ツ の 普及 と振興」に 合致す

る もの で あ り、 大学体育三 大意義 と目標 との 間に

整合性が 認め られ る 。

一
方で 、　 「人間 ・人間関係

の 形成」とい う意義に該当する教育目標 は確認 さ

れ なか っ た 。

　 しか し主 要中枢機 関で は、大綱化 後90年代 後

半以 降よ り大学体育の 教養教育 と して の 位置づ け

を前面 に 出 し、現行の 大学設置基準の 教育課程の

編成に お い て 「（前略）大学 は 学部等の 専攻に関わ

る専 門の 学芸 を教授 する と ともに、幅広 く深 い 教

養及び総合的 な判断力 を培 い
、 豊 かな人間性 を涵

養する よ う適切 に配慮 しなけれ ば ならない 」 と し

て い る 。
こ れ は三 大意義の うち、おお よそ 「人間

　 人 間関係の 形成」 に 該当す る分野で ある と考 え

られ るが 、 大綱化後 に こ の こ と を明記 して い ない

T大学 の 教育目標 は、大学体育の こ の よ うな流れ

とは整合性が取れ て い ない こ とが考察される 。 た

だ し 、 図6に もあ る よ うに 現場の 教 員は こ の 点 を

体 育授業の 目標の 1つ と して 掲 げて い る こ と も伺

えるた め 、 何 らか の 共通理解が教員 に はあ っ た と

考えられ る 。

4．2 各目標と教授 ・学習の整合性 に つ い て

4．2．1 「健康 ・安全 ・体 力の保持増進 と向上」に

該当す る教育 目標（健康 ・体 力論）

　 図6 よ り目標 と教授 の 間に は整合性 が認め られ

るが 、 図7よ り、 それ らが学習 まで 繋 が る
一

貫性

を持 っ て い るか ど うかは不 明瞭で ある 。 但 し低 い

水準で は あるが 、 教員が伝 えな くて も伝 わ っ て い

る とい う傾向が窺え た背景 に は 、 小 、 中 、 高 も含

め た継続 的な 「体育」の 教育実践 に お い て 「体育」

の 教育内容が学習者 に浸透 した成果 と考え られる

で あろ う。 しか し
一

方で 、こ の こ とが大綱化 まで

に大学体育 に 政府、主要中枢機関 よ り向け られた

主 な批判9）の 1つ で あ る 「高校体育の や きなお し」

と い う論拠 に もな っ た可能性 も否定で きない
。

4．2．2 「ス ポ ーツ の 普及 と振興」に 該当す る教 育

目標（プ レー ・レ ジヤ
ー論）

　 図 6よ り目標 と教授 の 間に は 整合性 が認 め られ 、

また 図7よ り教授 と学習 と の 間 に も相関性 が 見 ら

れた こ とよ り、意義、目標、教授、学習 まで に
一

定の 整合性 と
一

貫性が見 られた とい える 。 しか し

図5よ り教員 の 教授 と学生 の 学習 にお ける差 は依

然 と して 顕著で あ り、相関性 がある とはい え、教

員の 教授意識に対する学習成果は依然 として高い

水準で は ない とい うこ とは見逃せ な い
。

4．2．3 「人間・人間関係の形成」

　先述 した よ うに丁大学の 目標には な か っ た為 、

こ こ で は 目標と教授の 間の 整合性が 図れ な い
。 但

し、以下 2 つ の 不整 合性 が認め られ る。

　 1つ 目は、先述 した よ うに 目標 として掲げられ

て い ない に も関わ らず教育実践の 現場 にお い て は、

既 に掲 げ られて い る2つ の 目標 よ りも顕著に高 い

教授意識で 取 り組 まれ て い た とい うこ とで ある 。

　2つ 目は、最 も高 い 意識 で教授 に取 り組 んで い

る に も関わ らず、学生の 学習意識 は他の 2つ よ り

も顕著に低か っ た とい うこ とである 。

　 目標 と して 掲げ られ て い な い に もか か わ らず教

員の 教授意識が高い とい う背景には、どの よ うな

理由がある の かは本研究で は計 り知れない 。 但 し

こ こ で 課題 として 挙げ られ る の は、教授か ら学習

へ の
一

貫性、すなわ ち学生の 「人間 ・人間関係の

形成」 を図 る上で の 指導場面 における教授 方法や

指導力で ある とい える の で は なかろ うか 。

　大学体育 における教員の 指導力不足 を指摘す る

声は、大綱化 まで に大学体育 に政府、主要中枢機

関 よ り向けられた批判や その 後の 識者 の 声 にお い

て 多 々 見 られ た こ とは先述の とお りで ある 10）
。 こ

う した指摘が最 も対象 と して い た こ とが 大学体育

三大意義の 内 、
こ の 「人間 ・人間関係 の 形成」 に

関わ る分野 に おける指導力不足 で あ っ たか ど うか

は 明確で な い が 、少な くと も他2分野 と比較 し 、

有意 に学習成果が低 い と い え る こ の 分野 に お ける

指導力が向上す る こ とは 、 今後 の 大学体育の 価値
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向上 に 貢献す る とい うこ とは言える で あろ う。

4．　3 「人間・人間関係の 形成」を具体化する指導

の原点

　戦後我が 国に大学体育が導入 され る原動力 とな

っ た 要素 の 1つ に 「米国教 育使節 団報 告書」が あ

る こ とは周知の 事実で ある 。 そ の 草案
IV

を創 り戦

後 日本 の 学校体育の 目指す姿 とその 改革案 を具体

的 に 展 開 し たC ．H ．マ ッ ク ロ イ （以 下 「マ ッ ク ロ

イ」）は、体育に お ける 正 しい ス ポ ー
ツ 技術の 習得

と技術認識の 獲得の 重要 i生を説い て い る 。 技術 と

技術認識 に支え られ た パ フ ォ
ー

マ ン ス か ら自己確

証、他者認識 、 協力共同の 精神や ス ポー
ッ マ ン シ

ッ プ 12）が育 まれ、こ れ らが人格形成や社会的態度

の 形成に結実され て くる と して い る 。 そ して 金子

（1963）は 、ス ポ ー
ツ の 主 な価値 は ス ポ

ー
ッ の 精

神す なわ ちス ポ ー
ツ マ ン シ ッ プにあ る と し 、 　「も

し も学校ス ポー
ツ の 中に こ の精神が存在 しない な

らば
、 そ こ に は 何 らの 価値 も意義 も認 め られ な

い 」 とし て お り、こ うした精神の 源泉 とな る技術

習得の 重要性が 改め て 強調 され て い る。

　また 金子 （2002 、2005 ）は 、新 しい 動 き方 を

身に つ け、そ の 習熟を高め て い くプ ロ セ ス に こ そ 、

他の 教科で は代替えで きない 人間形成の 為の独 自

の 貴重 な教育契機が 提供 さ れ る と し て い る 。 そ し

て 学習行動の 監視役 に徹 しが ちな学校体育指導現

場 を否定 し、教師に は 学生が 自らの 運動感覚身体

との 対話 を成立 させ 、自らの 身体で 成功体験 を感

じ取 っ て い くとい う運動文化 の 価値 を伝承 して い

くべ く、彼 らの 運動感覚 の 世界 を共有する 共振 的

指導が 必要で ある と説 い て い る 。

　大学体育の 教育実践 に おける 主 な活動は実技指

導で ある 。 実技指導に お い て 学生 が正 しい 技術 を

習得 し、 身体運動に つ い て 正 し く認識する こ と こ

そが 「人間
・
人 間関係の 形成」に資する 学習成果

に繋が っ て い くとい う彼ら の 主張は 、本研究で 顕

在化 した問題、す なわち「人 間 ・人 間関係の形成」

を具現化する教授力や指導力向上 へ 向け、
一
考の

価値が ある の で は なか ろ うか 。 少な くと も、新 し

い 技術 の 習得や、運動感覚の獲得 とい うス ポ
ー

ッ

固有の 価値 、 運動文化の 価値を導出 、 伝承 して い

くこ とで は じめ て 顕在化 して くる学習成果 こ そ が、

我が 国で 大学体育が 必修化され る に あた っ て期待

された事項の 1つ で あ っ た こ とを再認識す る こ と

は 原点 回帰とい う意味で は 非常に 意義深い もの で

あ る とい える 。

5．結語

5．1T 大学を対象とした教育実践の場で確認 され

た事実

　本研究で は 、 大学体育三 大意義が教育実践の 場

（教育目標 ・教授 ・学習）で どの ように具現化 さ

れ て い る の か に つ い てT大学 を対象 と した調杢を

実施する こ とで 試み て きた 。 その 結果 、 T 大学 に

お ける教育実践 の 場で は以 下の よ うな事実が確認

され た 。

（1＞三 大意義の 1つ 「健 康 ・安全 ・体 力 の 保 持

増進 と向上 」 と教育 目標 、 更 に教授 と の 間に整合

性が確認 され たが 、 教授意識 と学習意識 の 間 に 明

確 な整合性 は認 め られず 、 む しろ 学習は高校以下

の 教育機関にお ける成果水準 を継続維持 して い る

こ とが推察され た 。

（2）三 大意 義の 1つ 「ス ポ
ー

ツ の 普 及 と振興」

と教育目標 、 更 に は 教授意識か ら学習意識 ま で の

間に整合性と一
貫性が 認め られ たが 、 教授意識 と

学習意識 の 間 にお い て は低水準で の 相関性 も認め

られ る等、両者 の 差異 は依然 と して 大 きい
。

（3）三 大意 義の 1つ 「人 間 ・人 間関係 の 形成」

に 関 して は
、 組織単位で は な く教員単位で 高 い 意

識 を持っ て 取 り組ん で い たが 、 学習意識 は最 も低

か っ た 。

　以 上 の 事実よ り、 大学体育活動 の 更な る充実 と

価値向上 に向けて は 、以下 の よ うな こ とが課題の

1つ と して 考え られ る
。

（1）大学体育三 大 意義 を踏まえた教育実践 の 場

を 目的整合的に 再設計 し、 教員の 教授意識に組織

と して の
一
定の 合意性及び一

貫性を図 っ て い くこ

と 。

（2）三 大意義 と教育 目標を具現化 し 、 整合性 の
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高い 学習成果 を図 っ て い く為の 具体的な教授方法

に つ い て 研究 を図 っ て い くこ と 。

6．2 大学体育の価値向上 に 向けた展望

　T 大学 を対象と した本研究 を通 じ、大学体育 の

価値 向上 へ 向けた展望 と して 以下 3つ を掲 げる こ

とで 締め くくりとする 。

（1）新制大学、第三 の 課題 「人間 ・人間 関係 の

形成」の 具現化へ の ポ ジ シ ョ ニ ン グ

　大 綱化後90年代後半か ら現在に い た る まで 、

教養教育は ますます高ま りを見せ て い る 。
こ うし

た動 きは新制大学にお ける第三 の 課題が戦後約半

世 紀を経 て よ うや く本格 的に 表出 して きた 1つ の

現象とい える の か もしれ な い
。 大学体育が正課必

修 となる にあた っ て 期待 され た 意義 の 1つ に 、
こ

うした新制 大学 の 新た な課題 の 達成 が掲 げ られ た

て い た こ とは 冒頭で も述 べ た 。 大学体育は
、 そ も

そ もの 原点であ る こ の 意義を再確認する こ とで 大

学教育にお ける 体育の 役割 につ い て 確固た る認識

を もちポ ジ シ ョ ニ ン グ を図 っ て い くこ とが 、 今後

の 取 り組み姿勢 と して 大切で あろ う。

（2）技術 の 習得と技術認 識 か ら育む 「人 間 ・人

間関係の形成」

　新 野 ら （1991＞は 「技術 と技術 認 識 の 獲得が

軽視され る こ と は ス ポー
ッ の 文化的価値の 共有 を

通 した 自己確証の 獲得の 不可 能を意味 し、従 っ て

自己否定 と他者否定を意味する 」 として い る
。 大

学に体育が導入 され る に至 っ た教育概念 の 1つ に

「ス ポ ー
ツ技術の 習得か らの 人格形成 と社会的態

度の 形成」が存在 して い た こ と は先述の とお りで

ある 。 教授 法を充実 し て い く前 に 、こ の よ うに体

育 、ス ポ ー
ツ によ る 「人間 ・人間関係の 形成」が、

正 しい 技術 の 習得か ら始まる と い うそ もそ もの 原

点 を再認識 して い く姿勢が大切 で は なか ろ うか 。

（3）体育 ・ス ポ
ー

ツ の 研究拠点と して の 大学

　新制大学に体育が 導入 され た 意義の 1つ に体 育

・ス ポ
ー

ツ の 研究拠点を大学に作 り出す こ とが あ

っ た こ とは先述 の とお りで ある 。 佐藤は 、 「ス ポ

ー
ツ研究 の 体系的な整理 と

、 そ れ らを背景と した

現在及び 将来の 人 間的教養の 中身を明 らかに した

教育内容 を導 き出す こ と こ そ 、今、私た ちに 問 わ

れ て い る こ とだ と言 え よ う」 と して い る 。

　田崎 （2002 ）や 佐 藤 （1992）、千 賀 （2002 ）、宮

丸 （2001 ）は 、体 育 ・ス ポ ー
ツ 固 有 の 価 値、及

び こ れ が 人間形成 に及ぼ す重要性 を説 い た上 で 、

こ れ を導い て 行 くカ リキ ュ ラ ム 開発 の 重要性 を訴

えて い る
。 特に 千賀は 、教育実践の 現場に お ける

カ リキ ュ ラ ム に対す る議論や理解が十分で ない こ

とを指摘 して い る
。

　林 ら （2010 ）は 「課題 探求能力 の 育成 を重視

して 実践 され て い る教養科 目にお い て 、 大学体育

授業の 特性 を活か し 、 学部 ・学科で 求め られ る人

材育成 を考慮 した多様 な教授法略開発 を試 み る こ

とは 、 非常 に効率的且 つ 有益な教育が実践 され る

と推察 され る 。 教養教育にお ける新た な教授方略

の 開発や充実が期待 され る 。 」と して い る 。

　本研究で 明 らか にな っ た指導力 の 発展途上 性 、

教授法の 更な る充実 に向けて は 、 原点で あ る三大

意義 を具現化 して い く教授法 を 日 々 追 究 して い く

こ とで 、 高い 学習成果 を発揮 し教養教育に欠か せ

な い 存在へ と体育の 教育的価値 を高め て い くこ と

が 重要で あろ う。 今後の 研究活動が体育の 効用論

よ り実用論に傾斜 して い くこ と を願い た い
。
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注

1）大学体育へ の 批判や 不要論 は 、大学体 育発足

当初か ら あ り、以 後 ほ ぼ 10年 ご と に 大 きな 問 題

と し て 繰 り返 し頭 を もた げて は しばら くして 沈静

化 し、決 して 解消 し去 る こ とな く、 今日で も疑義

が 識者の 間に懐彼続けて い る とい うの が真相で あ

る と い うべ きで あろ う （水野 1984）。 千賀 （2002 ）
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は 「高等学校の や きなお し、遊 び の 場の 提供、や

りっ ぱ な しと言 う政府や教育 関係者及び 国民か ら

の 酷評を受け て い る」 と述 べ 、森田 （2000）も

高校の 繰 り返 しで ある と指摘 して い る 。

2）大学設置基準22条 「大学 にお け る体 育は 、 学

生 の 健康 を保持増進 し 、 社会的 、 道徳的精神を涵

養 し 、 も っ て学生 生 活 を豊か な ら しめる 、 さ らに

進ん で 、 社会生活を価値あら しめ る基礎 を作る に

ある を 目的 とする」（全 国大学体育協議会 1973）。

3）旧制 ・専門 ま で は正課体育が あ っ た と い うこ

と に よ り、 旧制 高校の 2 、 3年 の 年 齢が新制 大学

の 1、 2年 に相当する と い うこ と （田中 1986 ）。

4）川村 （1987 ＞は、新 制大学 の 3つ の 課題 と し

て 旧来の 「学術 を教授 される もの 」及び 「学問の

蘊奥 を攻究す るもの 」 に加え、 「人間形成 をす る

もの 」 を挙 げて い る 。

5）無論 こ れは大学体育教 育者を批判す る指摘で

は な い 。 む しろ受け皿 として の大学教育全体に も、

川村 （1987）の言 う第三 の 課題が 十分 に理解 さ

れ浸透 して なか っ た問題が大 きく横 たわ っ て い る

こ と も抑 え て お か な くて は な ら な い 。 田 崎

（2001）は こ の こ とを受 け、課題 の 前 者2つ に大

学関係者 も大学体育関係者 も傾斜 して い たこ とに、

大学体育 の 価値低迷が あっ た こ とを指摘 して い る 。

6）文科省 は 1998年大学審議会 の 答 申にお い て、

教養教育の 理念 ・目標 を「学問の裾野 を広 げ、様々

な角度 か ら物事 を見る こ との で きる 能力、豊か な

人 間性 を養 い 、自分の 知識人生 を社会 との 間で 位

置づ ける こ と の で きる人材 を育 て る」 こ と と定義

し 、　 「主体的に変化に対応 し、自ら将来の 課題 を

探求 し、 その 課題 に対 して 幅広 い視野か ら柔軟か

つ 総合 的な判断 を下す こ とに で きる力」（課題探求

能力）の 育成 を重 視する こ とが 求め られ る （1998

年大学審議会答 申 「21世紀 の 大学像 と今後 の 改

革方策に つ い て」第1章 「21世紀 初頭 の 社会状況

と大学像」（3）大学改革の基本理念一個性が 輝 く大

学一）。

7）例 えば 「実技が レ ジ ャ
ー ・タ イ ム と して 浪費

されて お り、 体育の 目的 を果た して い な い」、 「教

官任用 に際 して論文条件が重視され 、 優れ た実技

指導者が欠けて い る 」など （川村 1987 ＞。

8）例 えば 「体育教員 の 資 質が問題 だ」、「い い わ

けは ききた くない 」など（全国大学体育連合 1993）。

9）1985年の 時点で既 に 「優iれ た実技指導者が 欠

けて い る」 とす る報告が 、 国立 大学協会 「中間報

告：大学の 在 り方 に つ い て 」で さ れ て い る （川村

1987 ）。

10）千 賀 （2002 ）、 森 田 （2008 ）、 篠 田 （2003 ）、 田

崎 （2001 ）が整理 して い る 。 主 に は   選択科 目

で 十分で ある 。   健康教育効果が期待で きない 。

  理論 と実技が乖離 して い る。   高校教育の 繰 り

返 し。   研究水準が低 い 。   保健授業 は大型授 業

で 十分 な教授 にな っ て い ない 。   実技が単 なる レ

ジ ャ
ー ・

タイム であ る 。

11）第一次 米国教 育使節団報告書に お け る勧告

となっ た草案 「体育」 と覚書 「体育プ ロ グラ ム 」

を作成 。 女性を含む一
般国民 の 学校外で の レク リ

エ
ー

シ ョ ン 的 な体育 ・ス ポ
ー

ッ 活動の 普及発展 と

そ の 中核 として の 学校体育プ ロ グ ラ ム の 近代化の

改革案 を具体的 に展 開 した （新村 ら 1991、草深

1996）。

12）広 瀬 （2002）や 金子 （1963）は、ス ポ
ー

ッ

マ ン を 「Good　Fellow」「Good　Loser」 とし、ス

ポ ー
ツ マ ン シ ッ プ を 「尊重 （respect ）す る」こ

とで ある とした 。 それ らは 「最善を尽 くし、勝 っ

て 奢 らず、負けて悔 い な い 態度」「明朗 ・責任 ・

謙虚 ・勇気 ・忍耐 ・
同情 ・新設

・友情 ・敬愛」 と

表現 して い る 。
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　　〉 の 展 開一自己発 見 に向け て一，千葉大 学教

　　育学部研究紀 要 1教 育科学編 ，45号，pp．95

　 　 − 101．

筑波新 大学創 設準備 会 （1973）筑波大学 の 創設

　　準備につ い て一まとめ 一．

筑波大学 （1980）筑波大学の 基本構想

筑波大学体育セ ン タ
ー

（1994− 2009 ）平成 6〜21

　　年度共通科 目 「体育」教育課程

筑波大学体育セ ン タ ー大学体育研究会編 （1977 ）

　　大学体育教本 ， 不昧堂 出版，

全 国大 学体 育 協言義会 （1973）大学体 育10年の 歩

　　み，全 国大学体育協議会 （再版）．
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共通科目 「体育」 に関するア ンケー ト調査

1 ）氏　名

2 ） T 大学在職期間

年 月　〜 年 月 計 年聞

3）担当科目 （集中を含む）

　　・定時 （必修／ 嶷由）

　　・集中 （必修／ 自由）、演習、 講義

　　・大学院

4 ）専門ス ポ・一
ツ種目

5）研究領域

　　　　　　　　　　　　　　　　〈園答に つ いての留意点〉

　以下の設問に対する回答は、キ
ー

ワ
ードや箘条書きでも結構です。なお、時期によ っ て考えが異な っ て い る

場合は、その時期を明記した上でそれぞれの 内容をお書き下さい 。

1．運勦 ・
ス渉 一

ツにはどの ような佃稙があるとお考えですか？ ご自身の専門種目に特化 して 「ある」

とい う場合には、その ことについてもお書き下 さい 。

2．1で お答えいただいたような価値に触れることで育成される 「人物像」や 「人として の あるべ き姿」

等につ いてお答え下さい
。
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松田裕雄 、吉岡利貢 、河村 レ イ子、桐生習作、金谷麻 理子 、武田 丈太郎、門野洋介／

大学体育の価値向上に向けた
一考察　一教育実践にお ける目標 ・教授 ・学習に注 目して

3 ．現在、授業を行 う際に
、 視野に入れて い る社会背景や社会問題等があ りま した ら 、 お書き下

さい 。 また、その 内容が 1や 2 の回答と密接な嬲係がある場合には、その関わりに つ い て も簡単

に ご説 明ください
。 （2 に お答えい ただい た方のみ お答え下 さい ）

4 ． これまで の ご回答 を踏まえて 、ご自身の 授業に おける教育目標は総 じて どの よ うなもの で あ

るか を具体的にお答え下 さい 。

5 ． 4 でお答えいただいた教育目標達成に向けて 、 具体的に どの ような授業を実践されてい るかにつ

いて 、 方法と内容とい う観点より簡単にお書き下 さい
。
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6 ． 1 〜 5の ご回答を用いて 、
ご自身の実践され てい る授業をイメー ジ國で表すとすればどの よう

に なりますか ？ ご自身の お考えをお書き下 さい 。

7 ．その他 、 大学における教養教育と して の 「抹育」 や T 大学に おける 「体育」の あり方や存在意義に

つ いて、ご意見がありました ら、 お書き下 さい 。
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松 田 裕雄 、吉岡利貢 、河村 レ イ子、桐生習作、金谷麻理子 、武田丈太郎、門野洋介／

大学体育の価値向上に向け た一考察　一教育実践に お け る 目標 ・教授 ・学習に 注 目して

8 ，以下の 項 目に つ い て お聞きします。 現在、ご自身が行 っ て い る 「体育」 はどの よ うな授業で

あると思い ますか？ 該当する番号に ○をお付け くだ さい 。

1 ： ま っ た くそ う思わない 　2 ： そ う思わない 　3 ： あま りそ う思わない 　4 ：や やそ う思 う　 5 ；そ う思 う　 6 ： とて もそ う思 う

（1）健康の必要性を感 じさせ る 1　　 2　　 3　　 4　　 5　　 6

．．（21．ス薫＝ 1黒のノー？．：一一〜．？一を学メ蜑信亙．＿．＿．．．．．＿．．＿＿＿．．＿．．．．一一＿．．．．＿一⊥＿＿2＿．＿3−．．．一．．4．．．一．．5−＿．．−6．＿

．．鐸L 悶題解法能力．を身に二〜砿さ意る＿＿．．＿．＿．＿．．．．．．．＿．．，＿．＿＿＿L ．．．．．2．．．．＿殳＿．、．9．．＿．．．5．．．＿焦．，

（4） 人のために行動で きるよ うにする　　　　　　　　　　　　 1　 2　 3　 4　 5　 6

．．螢L気分嚢逡、＿農抜壼の必悪士生を感じさ慧 る一．＿一一．一一．．．一．．＿＿＿＿＿．1＿＿廴 ＿−3＿．．．4．＿．．．5．＿＿§＿，

．，1飢，ス丞＝ ツ．を．．「柬え．壼乳一三とこ〉の釁喝…．∴1翼f登芟i広げ亙．＿＿＿＿．ユ．．．．．．2＿＿．3．＿＿4．．一，．．墅一一一．一一．6．一．．

一．⊆ヱ1．Z ボ＝：ツの客化敗理解を灘める．．一．．．．．．一．．一一．．一＿一一．一一．．一一．一一一＿．＿．．、．．．、．亅．、．．＿2．．一一．．．3．．．．．．．4．．．．．．鬘．．．．．．．6，．．

．．（凱．物辜衰寒践玄．るカ．を身仁2．けさせ．る．．．．．，．．，．．．．．．．．．．．．．．．＿＿．．．．．＿‘一．亅．．．．．．．2．．．．、．．3．．．．．．，4．．．＿旻．．．＿．昼．．．

．．S．9）．．健康錐授の五法を理解させゑ一．．一．．．．．．．．．．．．．．．一．一一一．．一．＿．＿．＿．一．．．．．．．．一．⊥．．．．一．2＿，．．．3．．．，．．．．4．＿＿旻＿＿．6．．．．

，．9．1．q），，スポコ ツの戦術を理解盛絃 ゑ．．．．．．．．＿＿．＿．．，．．．．．＿＿＿ ．．一一．．．一．．＿」．．．＿．2．．．．．．．3．．．．．．＿4．．＿＿鬘＿．一一．6−．．

一一q工．1−．協．調一性を身蕪 2．はさ．柱る＿．＿．＿＿．．．＿．．，．．．．．．．．暫．．．．，．．．．．暫．．．，．．．．．．＿．一1．．＿．．2．．＿．，3．．．凾．−4L．．．．，．旻．．．．＿◎．．．

（12）自然に親 しむ態度を養わせ る 1　　 2　　 3　　 4　　 5　　 6

，．9．1．3）．．鰹力」を陶よ杢竺る＿＿一＿一．＿．＿＿＿＿＿＿tt＿＿＿．＿ ＿．＿．．．．1＿．＿2＿．，．3．．＿＿4＿＿5．＿．．．．6．．．．

．．！l．4）．．スボ＝ ツ∴ 運勲岱の興瞳．：。閣心を広ぼる＿＿＿．＿．＿＿＿＿＿．」＿．．．．2＿＿．3．＿．．＿4．．＿＿5．＿＿li．．．．

．．9．1．m．．黒 ミJLモ」竺：：シ鼠冫二劃旨力を身塩2 け奈薫 る一．．一＿一＿＿．．．．．．．．一．＿．−1．．．＿．2．＿一一3．．＿，4＿＿5．＿．．．．S．．．．

，．（1Ω1＿夐髏力をi簽わ怠i轂．．＿ ．．．．．．．．．．。．＿，＿．．＿＿＿＿＿．＿＿．＿＿＿＿．」＿一．．2＿．一一3．．．．＿4＿＿旻＿＿夐＿

．．（1ヱ）．．2もポπ：ツを人∫三教え る楽L，さ．をねか葺〜せ る．＿＿曽．＿＿．＿＿＿＿一一1＿．＿2＿＿．3．．＿．．4L＿＿旻．＿＿昼．．．

．．9．！．S）．．1致養とL工のゴ杢査．二込 遣：：艶の瑟．義壷理解さ貫．る＿．．．．．．．＿．＿ユ、＿．．2．一＿−3．＿＿．4．．＿．．鬘＿＿．fi．．．．

．．9．1．9）．．懲錆まコ之 ，卜旦鴦 ∠kで壷るようにすゑ．＿＿＿．＿＿＿．＿＿＿．．．1＿＿2＿＿．3．．．．．．．4＿＿旻＿ ．．．Q．．．

．．‘2Ω），．烹虹 レンジ精挫を身に2 は査鮭盈．．．．＿＿F”．一一．一一＿．．．．．．．．．．．．．．＿．．1＿＿廴一．．一．3．＿＿4＿＿鬘．．．＿6．一．

．．‘2ユ）．．ス 撰＝ ツの蓁蜥的側面を認識さ斌る．＿＿＿＿＿．．．．．＿．＿．＿一一一一一一一⊥一．＿2＿．．．3．．．．．．五，＿一一鬘＿＿6．＿

，，‘22）．．蓋 丞＝ ツ1を一〔立るま．鳳との嵳レ蚕．をねか蚤艾る＿．．．＿＿＿＿．」．．．一一．−2＿．．．．3．＿＿．4．．．．＿豊＿ ＿6＿．．

．．囃 1＿自己と［自壼侖髭｝、，『開発 Lて翻 く．血を身」に2 せさせる．．．．．．．＿．．．．．1．＿．．2．一一＿．3．＿＿4−一一一一．旻．．．＿6．．一．

．．（241．．思」Σき烈烋を勲か立驀びを感1冫さ鴬ゑ＿＿．．．．．．．，＿＿一＿一一＿＿．」．．．．＿≧＿＿．3．＿．．，．4．．＿ ．鬘．．．＿6．．．．

．甲く2財．」室力上2 ＝ 罍冫ニグの昶識や方法査理解，さ量る．．．、．＿．．9．．，＿．．．＿．．ユ．．．．．．．≧．．．．．．．3．．＿．．4．．．．．．至．，．．『．．夐．．．

．．ζ2§冫．．忍面寸．？；．i一を身【ヨ21ナ」さ‡ま亙．．．．．．．．＿，一一一、、．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．、．．＿＿．．．、．、，．．一．．1．．．．一．．2−．一一．一一3．一、．．．．4L．＿一一曼．．．．．．．夐．．．

．．ζ2ヱ）＿は＝7ダ箒 シッrプ葦…発搦二壹きるLよう」嬉す1る．．＿，．＿＿＿．．．．．．＿．＿．ユ．．．一．．2＿＿．3．．＿．孟＿＿鬘＿＿．昼＿

．．聲鉱．ヱ才烹 を身に2 け馬 ．他畳創配慮できる蒸 」う」三す．る＿．．一．．．＿．一一．」．一．．一．．2．．．＿鵞＿．．4 −一．＿丘．＿．弖＿

．．‘29冫、．健康礁闊立る知識を身1三2 鍵：さゴ重．る．．．＿．＿＿．．膠．．．．一．．．一一．．＿．．．．．．．ユ．．暫膠．2 ＿＿．3．．．．．．．生＿一．墅一．一．．．96＿

一鵡Ωλ．蓋ボ＝ ツ∴運勲壷置慣生さ慧る．．，．．．．＿＿＿．＿＿．＿＿一一一．一＿＿ユ＿＿2．＿．．．3．．．．＿．4．＿＿員．．＿．．6．．．．

ご協力ありがとうございました 。
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丁大学学部生時代に受講 した 「体育亅 の授業に関するア ン ケ
ー ト

【工】あなた自身の こ とに つ いて，以下の質問にお答え くだ さい
。

　 選択肢の ある 項目に つ いて は，該当するもの に ○をお付け下 さい。

（1 ） 性別　　　 1 ．男性　　　　　2 ．　 女性

（2 ） 年齢　　　　　1 ．2D歳代　　　　　　2 ．30歳代　　　　　　3 ．40 歳代　　　　　　4 ．50歳代

（3 ）T大学 （学部）入学年度　　　西 暦　　　　　　　年　　　　　月

（4 ）掌部生時代 の 所属学部 ・学科　　　　　　　　　　　　　学部　　　　　　　　　　学科

（5 ） 最 終学歴 　　　1 ．学部卒業　　　2 ．修士課程　修了 ・退学　　　3　博士 課程　燈ヱニ．退堂

（6 ）学群生時代 の 所属サ ーク ル （例 ： テ ニ ス 同好 会 ，軽音楽サ
ー

ク ル な ど　複数回答珂 ）

（7 ）学部生時代 に受講した体育の 必修単位数　　　　　　単 位 　　1 ．多 い

（8 ） 学部生 時代 に 受講 した 体育の 科 目 （例 ニ テ ニ ス 、バ レ
ーボー

ル など

2 ．適 切 　　 3 ．少ない

複数回答 可 ）

（9 ）現在の職業

1 ．会社員　　　　　　　2．会社役員　　　　3 ．教員
・教育関係　　　　4 ．公 務員 （教員以 外 ）

5 ．団体職 員　　　　　　6 、自営業　　　　　7 ．契約社員、派遣社 員　　8 、パ ート、ア ル バ イ ト

9 ．専業主婦 ・主夫　　　10．学生　　　　　　11．無 職　　　　　　　　　12，そ の 他 （　　　　　　 ）

（10） 現 在 の 日 常生 活に お け る運 動 習慣 （身体運動やス ポー
ツ の 種 目、運動様式などは問 い ませ ん。）

1 、ほ ぼ毎 日　　　　　　 2 ．週 3 ・4 回程度　　　 3 ．週 1 ・2 回程度　　　4 ．月 に 2 ・3 國 程度

5 ．年 に 数回程度　　　　 6 ．まっ た くし て い ない

【rr】学部生時代に 受講 した 「体育」 に つ い て ，以 下の質問に お答え下 さい 。

il− 1 ．学部生 時代を振 り返 っ て ，あなたが受講 した 「体育」 の 授業は 満足で きる もの で したか ？

　 以下 の 項 目に つ い て ，該当す る番号 に ○ を お 付 け くだ さい 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　非常に 不満　 不 満　　 やや 不満　 や や 満 足 　 満 足 　 非常 に 満 足

一一1

　 （11）授業展開 全 体 に つ い て
・・・・…

　　
’口

　　1

講撚藩．． ＿ 無 欄 ＿ 　　 tt 、＿ ＿

　（招 ）科目選択方法 に つ い て ・・・・・・・…
　　　 1

1灘鞭驪 ili懇lil購i舘 1聾i，i韈鑾 、＿

　 （15）担 当教 員に つ い て ・・・・・・・・・…
　 　 1

謡濕 懇 灘 二驪 瓢 藪 蕩
毓

踊 脳 …飆纐…糊囁適年胃
　

’　tt ’
　

＝’XWf ’”’

島曇．鞣 ort竇t轄pm．tdi．　　　　　　　　　，“　“，＿＿　　ttas　ti弓F輝ri”

　 （17＞ 体育施設 ・設備 に つ い て ・・・・・・…
　　　 1

蠶覊鑼驤顯鸚 講蜘轗 i薫農：1彎i議
　 （董9）自由科 圉に つ い て （受講経験者 の み ）・…　　　 1

1i鑼 i熱轢 瞬 1飜 覇鉾瞬幟 ・
；藩il・ili

・
…：
1
、

，5　｝t鵞　l

ii…；fli

霪

　 2　　　　　3　　　　　4　　　　　5　　　　　6

　 2　　　　 3　　　　 4　　　　 5　　　　 6

懇＿ 鬘羅ii響il難 荘羅糖i撫饕鱒
　 2　　　　　3　　　　　4　　　　　5　　　　　6
　 　 　 ・’t・tt　t’悌軍tt ．t　tt帖tt’t’tttt「　广　 ／．l　di　t、t禰1・≡・：／tギぎw ，e’e’e’t’一．−tt’tt・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
距
欝 箋葦

　 2　 　 　　 3　 　 　 　 4　 　 　 　 5　 　 　 　 6

蹴 鬻潺鱗ll鎌 瞬 ぎ

磯 鑞i繁i礒變
　 2　　　　　3　　　　　4 　　　　　5　　　　　6

1、　 駅 灘 ，∴ ，
。＿ 、

，
…一

、 織 聴 愚 卿 。− r
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　　　　　　　　　　 松 田裕雄、吉岡利貢、河村 レ イ子 、桐生習作 、金谷麻理子 、武田丈太郎、門野洋介 ／

　　　　　　　　　　 大学体育の価値向上 に向けた一考察　一教育実践に おける目標 ・教授 ・
字 習 に 庄目 して

　　　　　　E
−・2 艶都集孅 を振懸 て あなたが受講した 「体育」 はどの よ うな授業であ っ たと思いますか o

　　　 　　　　 以 下 の 項冒に つ い て 　該当する番号 に ○をお付 けくだ さい。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 まっ たく　　　　　　　　あまり　　　　やや 　　　　　　　　 とて も

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 思わな い　　 懸わない 　　思わない　　　思う　　　 愨う　　　　懸う

　（21＞ 健窟の 必 要性を感じ た ・・‘・・…　　　　 1　　　 2　　　 3　　　 4 　　　 5　　　 6

：三晦麟擁轤驫驫灘盞：｛∵：：諭 ：ll曝i∴：詮1憲聡 ！議黛ll蕪議岩難欝麟
　（23） ス ポ

ー
ツの ル

ー
ル を学 ん だ ・　 ・一 ・　　 1　　　 2　　　 3　　　 4　　　 5　　　 6

橇鉢議纛羸瀛 轟 翰 、∴・ ∴   張 詮蹴識誘1蠹髴繋鷺鋸講鷺審
　 （25）自己 の 身体 へ の 気 づ きが あ っ た 一 一 　　　 1　　　 2　　　 3 　　　 4 　　　 5　　 　 6

磯轟 擁驫鋤 嫁 廓驚 ，£   、 一 凝 嚢 1壕 壌 纈 聯 三1蠍 緯 ：
　 （27＞人の ために 行動で きるよ うに な っ た ・・　　 1　　　 2　　　 3 　　　 4 　　　 5　　　 6

；羈臨鑼 耄臨 霧轟 蕪
・巓 i！・認 ・

2避悔 ！斡購 藩 欄常騫壕
　 （29）自分の 健康 を管理 で きるよ うに な っ た　　 　 1　　　 2　 　　 3 　　 　 4 　　　 5 　　 　 6

｛壷壷 遍蘇 蠹 圃 晦勵 塑麟 蜘 ∵憾 ∴ゴ ゴ減；醤耀撫纛轟鑑黷叢
　（3D ス ポー

ツ の 文 化 約 理解が深 ま っ た ・− 　　　1　　　 2　　　 3 　　　 4 　　　 5 　　　 6

藻蕪藩 象覊鼕継戴 驫混嚇譱 病懸 ・齷：華釀欝｝醗譱覊 li繕 翻 ｛壌
　（33）健康維持の 方法を理解 した ・　 ・。　　　　 1　　　 2　　　 3　　　 4 　　　 5　　　 6

こ孅 嚢馨暴騙纛遍軈鍵∴ニゼ翻藻罫 搬轟憐 馨驫叢繋曩爨堂覊職憲

　（35） ス ポー
ツ の 戦術を理解 した ・一 ・− 　　　 1　　　 2　　　 3　　　 4　　　 5　　　 6

議驫議驫 1羅晦韓 継 罐纛鎧｛醗薦羈撫離鬻講鐘聯 欝鱗繕飜
　（37） 自然に親しむ態度が養われた

・・…　　　　 1　　　 2　　　 3　　　 4 　　　 5 　　　 6

鼻纛轟麟嚢蝿譲麟 藤 曝を醸1ご購 蠻1鍵 1驫 巍嫉轟撫輯融蝋潔1蹄
　（39） スポーツ ・運勦へ の興味　闢心 が広がっ た ・　　　 1　　　　 2　　　　 3　　　　4　　　　 5　　　　6

麺麺i封鑿疉謎懿鏤 崟蠡蔆灘簑鎧1鸚蜜盤鑢轟鸛繍 欝鑿操盤蟄難
　 （41）創造力 が 養われ た ・　　　　　　　　　　 1　　　 2　　　 3　　　 4 　　　 5　　　 6

1灘離灘義轟蟻轟譲覊鑢1廓瞬靆轟1繕事1輝蠶賍無薩韓1讒離辮！轟欝臆
　 （43）ス ポ

ー
ツ を人 に 教える楽 しさが わか っ た ・

　　 1　　　 2 　　　 3　　　 4　　　 5　　　 6

糠融驫轟
霎

蠡羅韆靆
ぞ

羅齷 皷鰭 撫 毒鰯雛懸爨禦難難讐鞠讖蘿
　 （45）感情をコ ン トロ

ール できるようになっ た　・　　 1　　　 2　　　 3　　　 4 　　　 5 　　　 6

鑵纏翳i婆鞍繕譲羅撒雛鞘轗鞭購赭餐韈覊濡購器蕪響講 灘懿繕解
　 （47） ス ポー

ツ の 芸衛的｛財面 を認識 で きた ・5 　　 1　　　 2 　　　 3 　　　 4 　　　 5 　　　 6

1灘鑼騾 鵡灘聽 謡霾醸轄議雛1購翻騨灘響1灘 舗謙 鱒騨難1
　 （49） 運動 の 必要性 を認識 した …　　 一 ・・　　 1　　　 2 　　　 3　　 　 4 　　　 5　 　　 6

靈鍖鑢鍵錘鑛盤 1醜麟ll難驪羈 韆難難鑞纏轢鑼1磯 騨難
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まつ た く　　　　　 　　　 あまり　 　　 やや

恐わtstl　　慝わもい　　慰わない 　　 巴う 曽う

とても

懇う

　（51）寮全 にス ポー
ツ を行 う能 力 が身に つ い た　　　1　　　 2　　　 3　　　 4　　　 5　　　 6

纓 韈鐵
蕪
鑼巌羅

灘
鯉钁鑿1糶麟覊鞴襲鰭灘攤雛黨聾馨鼕罌 爨鰻響

　 （53）体カ トレ
ーニ ン グの 知識や方，去を理解 した ・　　 1　　　 2　　　 3 　　　 4　　　 5　　　 6

購鑼轟 灘譱羇講欝講蘿 ！蕪繕i 醺驫韓講購購獣講轟騨鰲驫
　（55）ス ポ

ー
ッ技術の 習得方法がわか っ た ・・　　 1　　　 2　　　 3　　　 4　　　 5　　　 6

韈醐覊講覊躑 覊驤纒　翻懸顳繕臻翻灘覊鼕畿 灘 糊欝羅輯騨歸藩
　（57） り

一
ダーシソ プを発擇で きるよ うになっ た ・　　　 1　　　 2 　　　　3 　　　　4　　　　5　　　　6

轜覊韃鑼纜臻難覊購轟羅ll，糠灘輔1講羅驚響慧飜ll磯靆灘誨1二
　 （59） マ ナ

ー
を身につ け、他港へ 配慮で きるようになった ・　　　 1　　　　 2　　　　 3　　　　 4　　　　 5　　　　 6

i靆鸚鍵齷 麟 纏靆麟鑾畫磁灘飩韃鸚韃1盤藩懸1讃鸚靆蠱離

皿一3 あ た た の 王 在の 生 ，　　 え　に 丁大掌で 受講 した 「体育」 が どの 程度、良い影響を及ぼ して い ると

　　 思い ますか “

　 以 下 の 項匿に つ い て　該鎖 する番丹に O をお付 け ください
。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 まっ た く　 　　 　　 　 　 あ畜 り　 　　 やや　 　　 　　 　　 　　 とても

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 憩わない 　　思わない 　　思わない 　　　思う　　　　 慰う　　　　 思う

　 （61）健康の 維持増進 の必 要 性 の認 識 に つ い て ・　　 1　　　 2 　　　 3　　　 4　　 　 5　　　 6

；鍵識縣議癖轟纛驫鰯聯洋 き警 欝機欝欝磯蘚鷺轟 囃 試ξ鷙嫉 ll斗豊

　 （63）ス ポー
ツ ・運勦 の 習爆化 に つ い て …　　　　 1　　　 2 　　　 3　　　 4　　　 5　　　 6

灘雛蠧i講鞨撫鑼薩1轗鐵 1鑾1茸灘 1難講蒭纛職鞭1藩隣 撮擁癖 ・1継
　 （65）スポ

ー
ッ ・運動を楽 しむ態度に つ い て ・・　　 1　　　 2　　　 3　　　 4　　　 5　　　 6

轟驫絲灘馥纏驫あ藤麟罐蒙．i嶬1：響嘆響騨ll轍離毒靴lll蔘蜜 麓
鷺1轟1

　 （67）ス ポーツの 多面 的 鱶饐 の 認識 に つ い て　　　　1　　　 2 　　　 3　　　 4 　　　 5　　　 6

織 贓 覊纛瑞繭 轟 ぞ鞠 ・幾 糖 整饗ξ毒！嚢騨 糠 嘸嘉1蕪 i認 ！

　 （69） 入 間 力 に つ い て …　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1　 　 　 2 　 　 　 3 　 　 　 4 　 　 　 5　 　 　 6

愚謹鎚踟夢繭1二｝、薹1慧 盆盞一量靂 墨諭 、
ill蕊雌懸 終1鎧1轟磯il庭塾蓋

※ 要 望や 改蒼すぺ き点など も含め，あなた が T大 学で 受講した 「体育亅 に 対するご意見をお聞かせ下 さい。（？1）
｝

1
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　　　　　　　　　　　 松田裕雄、吉岡利貢、河村 レ イ子 、桐生習作、金谷麻理子、武田丈太郎 、門野洋介／
　　　　　　　　　　　 大学体育 の価値向上 に向け た一考察　一教育実践 に おける 目標 ・教授 ・学習に注 目 して

　　　　　 【皿 】 これか らの 日本の 大学教育に おける 「体育」 に つ い て ，以丁 の 質問 にお答え くだ さい 。

　　　　　　　　該 当 す る 番号 に ○をお付 けく雀 い 。また は 自由記述 に て お答え くだ さい 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ま っ た く思わ ない 　 思わ な い 　 あ ま り思わない 　　やや思 う　　　 思 う　　 とて も思 う

　　　　　 （72）大学 に 体育 は 必 要 で ある ・一 ・　 1　　　　 2　　　　 3　　　　 4 　　　　 5 　　　　 6

　　　　　※その理 由をお答え ください。（73）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一L
※大学で 「体育」 を実施するとすれば，以 下 の どれが適し て い る と思 い ますか。

（74） 卒業要 件 と し て

　　 1 ．必修科 R が よ い 　　　 2 、選択 （屋宙）科自が よい 　　　3 ．どち ら で も よ い

　　 4 ．そ の 他 （具体 的 に

（75） 授業実施 形 態 と して （複数 回 答 可 ）

　　 1 ．通年授業 が よい 　　　2 ．学期完結制の 授業がよ い 　　3 ．集申授業がよい

　　 4 ．その 他 （具体的に

※大掌 で の 「体育 」 に 望む こ とや期待する こ と な ど，ご意 晃をお関かせ 下 さい。（76）

「 　
皿 一… ．．． 一．『 … … 一 …

　
．… 一一一一一一tt

　i
　i

）

）

※そ の 他、ご意見 ・ご感想等ありま した ら ご自由 に ご記入下さい 。

「
　　　 ．　．　一　　．　げ　．　…@　　「　”…　　　“　”　…　　　．　’@．D 　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　@　　@　　　um@　　　…　　　　　　…　　@，@…@

… 　　
　

　… 　　齟 　　，　 　 L 　　　 　一 アンケ ー トはこ

で終

です。
ご
協力 あ り が と う ご ざい ました。 92N 工 工 一


